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一初学者のアーカイフ、ズ、学への視点

一国文学研究資料館史料館編

『アーカイブズの科学~ (上・下)を読んでー

国文学研究資料館史料館(現在は国文学研

究資料館アーカイブズ研究系と組織変更され

ているが、本稿では以下史料館の名称を用い

る)の前身である文部省史料館が設立された

のは1951(昭和26)年 5月30日のこと、その

翌年の1952(昭和27)年には近世史料取扱講

習会が始まっている(のち史料管理学研修会

に改編、現在はアーカイブズ ・カレッジ)。そ

れからの半世紀余、日本におけるアーカイブ

ズ学の確立とその発展に中核的な役割を果た

し、現在もその役を担い続けている史料館か

ら、 2003(平成15)年10月、『アーカイブズの

科学』と題する論集が刊行された。本書は1996

(平成8)年度から 5年間にわたって史料館

において実施された特定研究 「記録史料の情

報資源化 と史料管理学の体系化に関する研

究」の成果の一部が基となっている。上 ・下

2巻の本書は上巻を「記録史料と文書館」、下

巻を「記録史料の管理」とし、5部構成をと

っている。執筆者は史料館内外の研究者40名、

論稿(章)は41本を数え、実に広範囲にわた

る内容のそれを含んでいる。そのことはすな

わち、アーカイブズ学研究の対象と課題の多

様さを示すものであるとも言える。

すでに刊行されて 2年以上が経とうとして

いる本書については、多くの学術雑誌におい

て書評や紹介と いった形で取り上げられてい

る。またこの間にもアーカイブズ学をめぐる

研究動向や社会状況は様々な分野で着実に進
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展しつつあるように思う。そこで本稿では、

それらの状況を適宜ふまえながら、本書に掲

載されている全論稿についてその内容を紹介

する。その上で、アーカイブズ学初学者であ

る筆者(1青水、以下同)が本書を通読して思

い至ったいくつかの点について、最後に記す

ることとしたい。

E 

この項では本書掲載の全論稿について、そ

の概要を紹介し、適宜若干の私見を述べたい。

序 アーカイブズの科学とは (丑木幸男氏)

本章は本書全体の総論である。アーカイブ

ズ学への導入的な位置づけをもち、同時に本

書の基本的な考え方を提示する。まず「ア}

カイブズ」の定義に触れ、 日本のアーカイブ

ズをめぐる歴史的変遷、現状からみた課題の

提起があり、本書の構成とその意図に言及が

なされる。アーカイブズ学を「公文書・私文

書を問わず、日々発生する記録から歴史的文

化的価値の定まった記録史料までを、一貫し

た理論で把握することをめざJす学問とし、

そのために 3つの研究課題を設定する。本書

の内容もまたこの課題に適応して構成されて

いる。すなわち、①記録史料の特性 ・本質の

研究を I部、②文書館についての研究をE部、

③記録史料保存管理の研究をm.rv.v部と

し、以後各論が展開される。
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I部情報とアーカイブズ

I部は、記録史料としてのアーカイブズを

中心に、情報・記憶・記録の意味とその関係

性を考察することによって「記録史料の本質、

特性を歴史的にアプローチ」する(1編)。ま

た、アーカイブズ学を関連科学から考察する

ことで、その確立と展望がなされる (2編)。

2編は 1編と比較しでかなり性格を異にする

内容のように思えるが、「情報とアーカイブ

ズ」としづ課題について、関連科学はどのよ

うにこれを検討しているのか、そしてその方

法はアーカイブズ学の視点から考察するとき

どのように捕捉できるのかという観点に立て

ば、 I部に相応しい課題として位置づけられ

るだろう。

1編は「情報と記憶・記録」である。本編

では「人間の諸活動と情報・記憶・記録の関

わりの歩みを社会構造や組織体の変化のなか

で検討し、(中略)各時代の記録史料の存在形

態と機能の歴史を、各時代における社会と組

織体のありかたに注目して考察」される。近

年のアーカイブズ学研究では特に記憶をめぐ

る議論が活発であり、 2004年に聞かれたICA

(国際文書館評議会)大会のテーマも「アー

カイブズ・記憶・知識」で、あった。こうした

記憶の問題をアーカイブズ学の視点からどの

ように捉えていくのか、情報・記録との関係

を含め歴史的考察を中心に各章で議論が展開

される。

11章情報と記憶J(保立道久氏)は、本

章でも紹介されている通り、人間と情報、記

憶・記録との関わりの歩みを記録史料の位置

を中心に論じたものである。情報と記憶の問

題の一般的構造を捕捉した上で、情報の文字

化を貨幣や通信システムなどから解明し、記

憶から記録への移行を、文書主義の観点、に触

れつつ検討する。情報と記憶・記録の関係性

が明確化される本章は、 1編の総論的位置づ

けである。

12章文書と記憶の比較史一播州三木と

グレート・ヤーマスJ(渡辺浩一氏)は、特に

記憶の問題について、播州、|三木とグレート・

ヤーマス(イングランド)という 二つの都市

の事例から検討したもので、 (都市の特権)の

危機から、文書保管の方法が模索され、やが

てそれが歴史叙述へと発展していくという両

者の共通点を指摘する。その一方で両者にお

ける文書保管や歴史叙述の内実は異なってお

り、それらの指摘は興味深い。その相違がど

こから生じるのか、渡辺氏は 「儀式との関係

の違いに由来」し、さらにアーカイブズに対

する意識の相違を指摘されているが、ここに

はまさにアーカイブズの機能や存在形態、そ

してそれらと記憶がどのように関係づけられ

るのかとし、う重要な課題の提起があるように

思う。なお、播州三木の歴史叙述については、

同氏著『まちの記憶一播州三木町の歴史叙述

-j] (清文堂、 2004年)がより詳細である。

13章 中世の組織体と記録J(富田正弘

氏)は、日本中世における記録史料を授受す

る組織体(= 1家J)の特質について、官僚官

人、「公家」、武士(鎌倉将軍家・北条(得宗)

家・関東公方家・守護家・室町将軍家)、寺社

を別個に検討し、それぞれの組織体に残され

た記録史料の特徴を明らかにしている。本章

を読んで改めて感じることは、組織体研究の

重要性である。この場合、組織体- 1家」は

記録の発生母体であり、アーカイブズ学にお

いて当該視角の検討は史料群の構造認識や目

録編成の前提として不可欠な作業である。

各々の「家」に関する歴史的変遷の詳細な研

究は、その重要性を再認識させてくれる。

14章 中世寺院史料とその「目録JJ (永

村異氏)は、中世寺院史料を素材に、当時使

用されていた「目録」の役割や編成意図、そ

してそれにともなう史料管理について検討す

る。このなかで中世寺院における「目録」に

は①いわゆるガイドとしての「目録」と、②

宗教的機能をもっ「目録」の 2種類の要素が

あったことを指摘され、その上で寺院におけ

る「目録」の本来的意味を重視されている。

なお、本章のなかで、聖教を収納する「経蔵j

や植には極めて濃厚な宗教的存在意義がある

ことを指摘されているが、これは本編2章で



渡辺氏が指摘された宝蔵の結界論と通じるも

のがあるような気がした。するとそこには、

保管される文書とそこから派生する文書保管

空間への副次的意味づけという点において、

興味深い事例が存在することになる。これは

予てから渡辺氏が提起されている史料空間論

の視角として捉えられるのだろう。

15章近世の社会・組織体と記録近世

文書の特質とその歴史的背景J(大藤修氏)は、

近世社会における記録史料の存在形態と機能

を検討する。近世社会は前代と比較にならな

いほどの文書記録の増加をもたらしたが、そ

の要因について当該期の社会や組織体から解

明を試み、その結果、官僚制的整備・文書主

義の浸透 ・文書の種類の多様化などの点を挙

げている。また保存管理形態の側面から、文

書の様式 ・料紙 ・形態の特徴についても言及

がなされる。

16章 近現代の組織体と記録一公文書の

世界と私文書の世界J(丑木幸男氏)は、古文

書学 ・史料学研究における近現代史料研究の

遅れを指摘した上で、公文書と私文書の関連

の解明をおこなうことにより 、近現代記録史

料の機能や特質を検討している。公文書と私

文書は伝える情報が異質であるだけに有機的

な関連を持つものであると指摘し、群馬県の

星野家文書とし、う記録史料群を用いて公文書

と私文書の関連性を具体的に考察する。すな

わち、公文書のなかの私文書/私文書のなか

の公文書のそれぞれの意味を検討し、 そのこ

とで、当該期の記録史料の特質に迫っている。

17章 コンピュータ社会における集合的

記憶J(青山英幸氏)は、現在では既に人類の

生活に深く浸透した科学技術とりわけコンピ

ュータを取り 上げ、アーカイブズの世界で今

や重要な課題となっている電子記録 ・電子記

録管理の点を情報 ・記録 ・集合的記憶の側面

から検討 したものである。ここでは、コンビ

ュータ社会到来の歴史的変遷、当該社会にお

けるコミュニケーションの構造と情報の様相、

そう した社会における記録の把握方法、そし

て文書館における電子記録管理体制への指摘
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がなされる。すでに本格化しつつあるコンピ

ュータ社会のなかでの情報 ・記憶 ・記録をど

う捕捉していくのか、これからのアーカイブ

ズ学にとって重要な課題である。

2編は 「アーカイブズ学と関連科学j であ

る。隣接する諸科学からアーカイブズ学を考

察することによって、「学際的性格の強いアー

カイブズ学の確立を展望」する。 1編で展開

された情報・記憶 ・記録そしてアーカイブズ

を科学的に把握する方法論を、隣接諸科学の

示唆を得つつ現状とその課題への指摘がある。

11章 アーカイブズ学の地平J(安藤正人

氏)は、2編の総論的位置づけとして、現代

アーカイブズ学を取り巻く諸状況を、 アーカ

イブズ学の理論を紹介しつつ、その今日的動

向を検討する。具体的には、アーカイブズ学

の構造、電子記録時代の到来によるアーカイ

ブズ学理論の根本的変革の要請(パラダイ

ム・シフ ト)、それにともなう新たな理論モデ

ルの模索、そして日本のアーカイブズ学の抱

える課題への指摘がある。最後の課題の提起

では、地域におけるアーカイブズ活動の具体

的方法、および戦争による「記憶の抹殺」と

その再生の重要性を訴えているが、特に前者

について言えば、市町村合併の推進される今

日こそ 「地域の記憶j をどう残すかとい う点

は重要な指摘であるように感じる。なお、こ

の問題に関連して、地方史研究協議会は以前

「民間所在史料のゆくえ一文書館 ・公文書館

の役割を考え直す Jという企画例会を開催

しており 、その議論は大変示唆に富むもので

ある (詳細は『地方史研究~ 314号、2005年 4

月、を参照)。

12章 アーカイブズ学と歴史学J(渡辺浩

一氏)は、両学の方法論の共通点 ・相違点に

ついて論じるとともに、文書館が歴史学の対

象となりつつある点について、その具体相を

検討するこ とで両学の関係を明らかにする。

前者については、史料群に対する認識につい

て、出所の組織構造の解明の必要性とい う点

で両学の共通性が見られつつあることを指摘

し、 後者については、両学の研究視点の相違
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から共通性が見られないことを指摘する。

13章 アーカイブズと文化情報J(保坂裕

興氏)は、文化や情報、アーカイブズの利用

について、記号学や哲学の視点からこれを検

討したものである。ソ、ンュールの言語学・記

号学の紹介により情報の原理を探求し、その

上で記録史料からの(過去の事実)探究とい

う点を考察する。そして最後にこれらの課題

についてアーカイブズに引きつけて指摘がな

される。

14章 アーカイブズと図書館情報学ーメ

タデータの相互運用性J(永田治樹氏)は、「メ

タデータ」とし、う両学に共通するタームから

アーカイブズ学と図書館情報学の関係を検討

する。ここで特に重視されるのはインターネ

ット・コモンズにおける多コミュニティ間で

の情報資源の共有化の際、コミュニティ横断

的なメタデータの確保についての相互運用性

の視点である。ダプリンコア(メタデータ要

素セット)の特徴、情報の相互運用性に向け

た様々な取り組み、そしてクロスウオーク(メ

タデータのマッピング)への指摘がある。

LMA連携の議論が活発な昨今、メタデータを

視角とする本稿の持つ意味は重要で、ある。

15章 アーカイブズと博物館・博物館学」

(君塚仁彦氏)は、博物館・博物館学からみ

たアーカイブズとの関係性への指摘である。

博物館の定義や機能をふまえた上で、博物館

におけるアーカイブズ理論の導入(1群」とし

ての資料認識など)を確認し、ついでアート・

ドキュメンテーション研究の動向に言及する。

周知のことだが、日本では博物館に記録史料

群が所蔵されることは多く見られるところで

あり、そうした史料群に対する編成・記述の

点など今後とも多くの点で博物館・博物館学

とは議論し連携してし、かなければならないと

思う。両者の有意義な関係の構築は君塚氏も

また指摘するところである。

16章軍事関係史料の戦後史情報公開

法の施行と日本近代史研究J(吉田裕氏)は、

アジア太平洋戦争敗戦後の軍事関係史料の処

理と現在の公開状況を考察する。敗戦前後に

おける軍関係文書の組織的焼却と隠匿、 GHQ

による軍関係文書の押収とその返還に関する

変遷と現代の課題、そしてさらに議論を拡大

して情報公開法の問題点を歴史学の立場から

検討している。アーカイブズ自身が辿ってき

た歴史と、これから辿るであろう道程の諸相

の解明は、アーカイブズ学にとって重要な課

題であり、その課題に本章は歴史学から接近

したものである。

17章 戦争の記憶、戦争の記録一「従軍

慰安婦」関係記録の問題を例としてJ(吉見義

明氏)は、戦争に関わる記憶・記録の諸相を

「従軍慰安婦」問題を事例として検討したも

のである。その点では本編6章と近似する内

容であり、同様の指摘もある。戦争をアーカ

イブズ学の視点から捉える方法は安藤正人

氏・加藤聖文氏らによる研究がすでにあるが、

この視点に連なる研究として本章は位置づけ

られよう。日本と海外における「従軍慰安婦j

関係資料の現状とその特徴への指摘があり、

オーラル・ヒストリー・アーカイブズやレコ

ード・センターの設置の必要性など今後の方

向性への指摘がある。

18章 東南アジアにおけるオーラノレ・ヒ

ストリーの試みJ(倉沢愛子氏)は、現在アー

カイブズの世界で注目されるオーラル・ヒス

トリーに関する論稿である。アーカイブズ学

におけるオーラル・ヒストリーは本編 1章で

安藤正人氏が「アーカイブズ活動の重要な一

部」と述べるように、重要な課題として位置

づけられている。本章で展開される東南アジ

アでのオーラル・ヒストリーは、戦争前後の

影響による文書の不足を補うために文書館を

中心に始まったオーラル・ヒストリーが、今

や重要な歴史史料として位置づけられている

とし、インドネシア・シンガポール・フィリ

ピンの事例を基にその特徴を紹介したもので

ある。「語り」とそれを支える「記憶」をし、か

に捉えていくのか、その信濃性なども含めて

大変難しい問題ではあるが、アーカイブズ学

がオーラル・ヒストリーにどう取り組んでい

くのか、喫緊の課題である。



E部文書館とアーキビス卜

H部は、 I部が記録史料としてのアーカイ

ブズに重点が置かれていたことに対し、文書

館など記録史料保存利用機関としてのアーカ

イブズやそれを支えるアーキビストの役割の

議論に重点が置かれる。

1編「アーカイブズ ・システム論」は「文

書館を中心とした記録史料保存管理の理念、と

諜題を考察」する。

1 1章 記録史料管理政策論J(石原一則

氏)は、 1編の総論にあたる。まずフランス

革命以降の近代的アーカイブズの形成とレコ

ー ド・ マネジメントの発展に関する指摘があ

り、そのなかで登場した「記録のライフサイ

クル」概念を取り上げる。その上で文書管理 ・

移管 ・評価選別と いったアーカイブズ・シス

テムをめぐる諸課題を提示し、それを受けた

アーカイブズ自身が今後どのような観点を目

指すべきなのか、その方向性への指摘がある。

12章 情報公開制度と公文書館制度一文

書のライフサイクルをどう管理するかJ(渡辺

佳子氏)は、 f公文書Jという同じ基盤を持ち

ながら、しかしその性質は全く異なる両制度

について、その関係を整理し、その上で両制

度をつなぐ文書のライ フサイ クルについての

検討がある。そのなかで両制度の関係をクリ

アにするひとつの方法として、文書管理に関

する法規の整備の必要性が重視されている。

この点については、多くの機関や団体が予て

から法律の制定に関する提言をおこなってい

ることは周知の通りであるが、いまだその実

現をみていない。ただ、近年の政府や国会議

員聞における文書管理 ・保存に対する認識の

高まりは注目すべきものではあるだろう。

13章 文書館の利用と普及一利用者論の

観点からJ(白井哲哉氏)は、文書館における

利用 ・普及活動を利用者論の視点から分析し

たもので、文書館利用者像の歴史的変遷とそ

れにともなう普及活動の再検討への指摘があ

る。そしてそのなかで専門職員の果たすべき

役割を重視し、アーキビス ト制度の早期確立

アーキビストの眼 41 

を求める。利用普及論の検討にあたって、文

書館が対象としての利用者をどう位置づけて

いるのかを考察することは重要であり、その

分析の上で普及活動の再検討と専門職員の重

視を指摘する本章の論旨は、非常に説得力が

ある。

14章 アーキビスト教育論J(安藤正人

氏)は、日本におけるアーキビストの教育と

養成のあり方を考えるために、世界的な観点

からアーキビス トのあり 方の原則に触れ、 2

1世紀の日本のアーキビスト教育への提言を

おこなうことで、アーキピス ト教育 ・養成の

現在と未来を展望する。プロフェッションと

してのアーキピストの社会的役割を民主主義

と世界平和に貢献する存在と位置づけ、 そう

したアーキビス トの教育について、世界の現

状と課題に触れた上で、 日本のアーキピスト

教育の現状と展望を述べる。本編 1~3章で、

公文書館制度の役割が近年さらに重視されつ

つあることの指摘があったが、本章ではそれ

を支えるプロフェッションとしてのアーキピ

ストの社会的意義が強調されている。本章を

読むと、改めてアーキビスト制度の早期確立

の必要性を強く感じる。

2編 「文書館の立地環境と施設」は、文書

館の設計や建築、防災対策など文書館のいわ

ばハード面の諸課題への指摘である。その意

味で 1編とは色合いが異なるが、しかし本編

1章で青木陵氏が 1(文書館の一引用者註)建

築論はアーカイブズの本質をもととする機能

をあらゆる形で論じるこ とが求められる」と

述べるよう に、両者は鋭く接近する課題と言

える。

11章 文書館建築設計の基本J(青木睦

氏)は、上記のような観点から、アーカイ ブ

ズ ・システムがより有効に機能するよ うな建

築設計の重要性を指摘する。建築設計におけ

るアーキビス トの役割、文書館の立地環境、

文書館内部の空間構成など議論は多岐に及ぶ。

そのなかで文書館の施設機能の整理がなされ、

設計時の留意点が細かく示される。文書館の

建築設計には利用者 ・職員 ・記録史料保存 ・
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経済性など様々な視点が必要となり、そのな

かでアーキピストがそれらをどうまとめあげ

ていくのかということが重視されている。

r 2章 文書館災害対策論J(小川雄二郎

氏)は、文書館における災害の諸相とそれへ

の対策を検討する。小川氏は官頭で「文書館

の扱う資料の保存期間を考慮すると、(中略)

めったにこない甚大な災害でも、資料にとっ

ては必ず遭遇する災害であることになる」と

述べるが、まさに真撃に受けとめるべき指摘

であり、記録史料の側に立った防災対策の発

想である。本章では、 20世紀の世界の文書

館の被害状況、災害(火災 ・水害 ・落下)に

よる被害とそれへの防止策、戦争による被害

と文書館の対応策、防災対策として常日頃認

識 しておくべきことがそれぞれ論じられる。

近年の世界 ・日本の災害状況を考えるに、防

災対策はつねに喫緊の課題であり、本章はそ

の点で多くの示唆を与えてくれる。

E部 日本のアーカイブズの構造

皿部は、「記録史料の整理と目録編成の前提

として、わが国の記録史料管理の実態に関す

る論考を収録」している。皿部から下巻とな

るが、先記の通り 下巻の表題は「記録史料の

管理」である。アーカイブズ学の視点に立脚

する史料整理・目録編成の前提としての史料

群構造認識の持つ意味の重要性が、 5章にわ

たり近世・近現代の事例から論じられている。

r 1章 アーカイブズを理解する一史料群

構造論の展開J(大友一雄氏)は、日本各地に

伝存する多種多様なアーカイブズの構造を理

解するための方法論と当該研究の現状と課題

に触れる。大友氏によれば、史料群構造の理

解の目的は理論的な史料整理 ・管理のためで

あるとされる。本章はE部の総論である。

r2章近世領主文書の伝来と構造J(福田

千鶴氏)は、目録編成の前提と しての史料群

構造の把握の指針を、領主文書を事例として

考察したものである。対象としての大名文書

の伝来についてその状況を整理した上で、津

軽家文書・真田家文書の構造を分析し、そこ

から目録編成論に言及がなされる。そして最

後に文書群の現用秩序復元の課題として 3つ

の方法を提起する。福田氏のこの提起は復元

の難しい領主文書群の復元研究にとっていず

れも重要な指摘である。

r3章 近世地方文書の史料群構造一山城

国相楽郡西法花野村浅田家文書中の狛組大庄

屋文書を素材としてJ(冨善一敏氏)は、 2章

に続く史料群構造研究で、地方文書(浅田家

文書)を対象に検討がなされる。特に本章の

注目視点は浅田家文書所収の大庄屋文書に関

する引継目録からの検討で、ここから文書群

構造の一端を垣間見、その上で当該期の文書

認識にも言及される。本章では引継目録の内

容が詳細に掲載されており、その内容は非常

に興味深い。

r4章近現代公文書の史料群構造J(鈴江

英一氏)は、近現代史料特に公文書について

北海道立文書館所蔵の“簿書"(開拓使文書な

ど)を事例としてその内部構造を検討し、あ

わせて文書の類目に注目し、そこから史料群

構造の解明に切り込む。本章で特に鈴江氏が

強調しているのは、経年変化の視点である。

氏は近著『近現代史料の管理と史料認識j](北

海道大学図書刊行会、 2002年)においても同

様の主張をおこなっているが、近現代史料の

場合は氏も指摘するように業務体系の様々な

側面が現代まで継続している以上、それらを

踏まえた上での目録編成の視点が不可欠であ

り、その指摘は重要である。

r5章近代の企業記録J(小風秀雅氏)は、

企業アーカイブズを対象とする。企業記録を

どのように理解し、利用 ・保存するかという

課題において、まず企業資料とは何かという

問題をアーカイブズ学の視点、からその目的を

明確にし、その上で公文書と私文書の双方の

性格を兼ね備えている企業資料の特徴を指摘

し、体系的な保存のための企業史料の体系性

の試論を提示する。小風氏の指摘にあるごと

く企業資料を対象としたアーカイブズ学的な

研究は少ないが、体系性の理論化によって企

業活動が明確化されるとすれば、すなわちそ



れはコンテクス卜の明確化の一面ともなり 、

ひいてはそれが企業資料の目録編成論にも連

繋していけるのではなし、かと思う。そのよう

に考えるとき、氏の指摘は大変重要である。

N部 アーカイバル・コントロール

lV部の表題である「アーカイバル ・コン ト

ロール」とは、記録の生成と保存、そして記

録史料となり利用公開される一連のプロセス

を制御(コントロール)し統一的に把握する

というもので、現在では当該議論を表現する

概念として広く用いられることが多くなって

いる。なお、「アーカイバノレ ・コントロール」

については本書でも適宜解説されているが、

より 詳しい内容については、青山英幸氏著『記

録から記録史料へーアーカイバル ・コン トロ

ーノレ論序説~ (岩田書院、 2002年)を参照され

たい。

1編「ドキュメンテーション ・プログラム」

は、特に記録管理論、評価選別論、史料調査

論を取り上げ、記録から記録史料へという一

連のプログラムを把握するための論点につい

て議論が展開される。

1 1章 アーカイブズを残すJ(鈴江英一

氏)は、 1編の総論としてドキュメンテーシ

ヨン ・プログラムに関わる諸論点を歴史的変

遷の視点から論じる。まず取り上げる戦後の

史料保存運動は記録管理の前史であり史料調

査の意義への指摘である。また現代公文書の

保存については、記録管理論 ・評価選別論と

密接な関係がある。これらを歴史的に踏まえ、

その時々で発生した問題点とその意義を検討

する。

12章評価選別論の歩みと現在J(石原一

則氏)は、 ドキュメ ンテーション ・プログラ

ムの一論点である評価選別論の研究史整理で

ある。その視点は評価選別の基準それ自体を

構成する概念の説明を志向するところにある。

本章では評価選別の意味を明確にした上で、

評価選別をめぐるドイツ ・イギリス・ アメ リ

カの議論を紹介しそれぞれに検討を加えてい

る。そして最後に現在の評価選別論の趨勢に
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触れ、 「価値j と 「証拠j の2つの基準を取 り

上げて、両者に共有される志向として評価選

別を社会のコンテクストのなかに置いている

ことを指摘している。

13章組織体の記録管理J(戸島昭氏)は、

ドキュメンテーション ・プログラムの論点の

うち記録管理論の視点である。 本章では日本

国内の組織体を区分した上でそれぞれの組織

体における記録管理の現状と課題を紹介する。

その意図は記録から記録史料への移行という

視点の拡大と普及を促進するもので、それが

民主主義社会の成熟と環境保全型社会の構築

のための情報資源たりうるとの指摘である。

各々 の組織体における記録管理の記述は詳細

で学ぶところが少なくなかった。一様に記録

管理と言っても、組織体の別によって多様な

形態と方法があることを知るべきであるとい

うことを改めて痛感した。

14章 公文書の評価と選別の手法J(水口

政次氏)は、本編2章が評価選別概念の歴史

的変遷と研究史整理をおこなったのに対し、

本章は評価選別の方法が議論の論点となる。

まず評価選別の方法論をめぐる現状について、

収集 (選別)基準や実践例に触れ各館での相

違点と共通点を指摘する。つぎに評価選別方

法論のこれまでの議論の展開を紹介し、 そう

した流れの上で現状の課題に触れ、最後に今

後の方向性についての展望がある。水口氏は

このなかで各文書館聞の連携とアーキピスト

養成を挙げ、かっ理論と実践の協調のための

調査研究の必要性にも言及する。

15章 地域史料調査論J(高橋実氏)は、

史料調査論の視点である。 ドキュメ ンテーシ

ヨン ・プログラムにはその対象範囲と して公

文書のみならず地域史料も含まれる。その場

合、地域史料の収集やその方法論的な視点は

史料調査論として把握される。本章では史料

調査論の視点や方法論に関する研究史と現状

への指摘があり 、中間番号方式の具体的提言、

そして各種史料調査会の近年の動向に検討が

及ぶ。また補論においては、文書館学 (記録

史料学)的史料整理論への批判に対する高橋
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氏の見解が示される。文書館学(記録史料学)

的史料整理論をめぐっては、かつて高橋氏を

はじめ安藤正人氏・吉田伸之氏らによる論争

が展開されたが、ここではその後の近年の議

論に対する指摘があり、史料整理論の今日的

動向が把握できる。

2編「アーカイバノレ・データの構築と提供」

は、編成論・記述論・検索システム論・情報

提供論がその対象となる。本編では日本の近

世・近現代史料の目録編成・記述論から国際

的な記述標準化、そして電子化の問題など非

常に幅広い議論が展開される。

11章 アーカイブズ編成・情報化論の現

在J(青山英幸氏)は、 2編の総論である。記

録史料の 「整理Jのプロセスを、図書館情報

学の動向に触れることで「情報学」として再

認識し、これを記録史料の情報コントロール

として位置づけている。 日本における標準化

への問題点に関する指摘があり、その上で記

録史料の編成・記述・検索システムの構築の

諸課題を「アーカイバノレ・コントロール論」

の視点から改めて提起する。

12章 アーカイブズの編成と記述一近世

史料を中心にJ(山崎圭氏)は、目録編成・記

述論を主題として、それを近世史料を事例と

して検討する。まず史料目録論の歴史的変遷

への指摘があり、それを 『史料館所蔵史料目

録』の編成・記述方法の検討から実証する。

その上で基本目録を中心に編成・記述方法の

具体的提示があり、それを基にした事例研究

がなされる。

13章 アーカイブズの編成と記述一近現

代史料をめぐる課題J(加藤聖文氏)は、近現

代史料が対象となる。本章では近現代史料の

特徴と編成・記述のあり方について公文書・

私文書に分けて検討される。その上でアーカ

イブズ学の立場からの今後の課題への指摘が

ある。本編 2章が事例研究であったのに対し、

本章は課題提起的な色合いが強い。その点で

両論文の力点は異なっているが、しかしこの

2つの視点はいずれの議論にも提起される方

法・課題であり、その意味では両者を通読す

ることによって、近世・近現代を通じた記録

史料の編成・記述論の現状と課題がより明ら

かになる。例えば、本章では近現代私文書の

特徴として文書群所蔵先の分散が指摘されて

いるが、これは近世史料にも当てはまること

である。その一例を挙げれば、近世・近代の

公家・華族である久世家の記録史料群(久世

家文書)は現在、国文学研究資料館・明治大

学博物館・中央大学図書館など数ヶ所に所蔵

されており、目録の編成・記述方法もすべて

異なっている。そうしたなかで当該史料群を

どのように把握し、編成・記述していくべき

かという大きな課題がある。このような意味

でも両論文における指摘は時代の別を超えて

重要なものが少なくない。

14章 アーカイブズの編成と記述標準化

一国際的動向を中心にJ(森本祥子氏)は、ア

ーカイバル・コントロール論のなかで国際標

準という国際的な視点を検討し、記録史料記

述の標準化への動向とそれへの日本の対応が

中心に論じられる。ISAD (G) などICAの国

際標準の概要に触れ、またその後の動向

(EADなど)について指摘し、今後の標準化

の流れに言及がある。アーカイブズ情報の国

際交換・共有の必要性は、本章に限らず本書

の随所に見られるところであり、国際標準の

策定や世界各国での記述標準化への営為に対

して、日本においてもそれらの検討と実践例

の蓄積がなされているところである。森本氏

は「国際標準は(中略)情報を共有する際の

共通語」と記しているが、本章の内容はその

指摘の実証として大変説得力がある。

15章 アーカイブズ情報の電子化とネッ

トワークー電子的検索手段の国際規格J(五島

敏芳氏)は、アーカイブズ情報の電子化をめ

ぐる諸課題を取り上げたもので、検索システ

ム論に関わる論稿である。本章では特に電子

的検索手段の国際規格であるEAD'EACの構

成について、それぞれが対応するISAD(G)・

ISAAR (CPF) の記述要素と関連させて検討

し、効率的な電子的検索手段の構築への指摘

がある。 しかし日本ではいまだ当該国際規格



による実践例が少なく、五島氏は国際規格導

入の重要性を挙げ、それこそが (共通語)の

理解につながると指摘する。本章でも本編4

章同様 「共通語」の指摘がある。国際標準や

国際規格はその有効な活用によって世界各国

の人々と理解しあえるための言語ということ

である。

f6章 アーカイブズ情報管理システムと

検索手段J(山田哲好氏)は、アーカイブズ情

報の管理システムと検索手段の構築について、

史料館での実践例を基に具体的な紹介があり、

そこでの現状と課題に触れる。同館で構築し

ているデータベースや各種システムにおける

諸課題の提示は具体的であるだけに理解しや

すく、そこにはシステム構築や検索手段とい

う範曙を越えたアーカイブズに対する認識な

どの大きな問題もまた包含しているように思

えた。

V部 アーカイブズの保存と修復

V部は、アーカイブズの保存修復に関する

論稿を収載し、それによって「保存修復の基

本理念を提示し、ついで保存環境、予防措置、

修復技術について検討」がなされる。いずれ

も具体的な数値や技術に基づいた論稿である。

f 1章 アーカイブズの保存とはJ(青木睦

氏)は、V部の総論である。次章以降の議論

の前提としてアーカイブズの保存と修復をめ

ぐる歴史と現状そして課題に言及がなされて

いる。具体的にはまず「保存Jf修復」の意味

を明確化することによって研究範囲を提示し、

ついでアーカイブズ学における記録史料保存

管理の理論と実践に触れ、近年の当該テーマ

に関わる動向を検討し、最後に保存修復専門

職(コンサベーター)のあり方を海外の事例

を踏まえて考察する。保存修復の問題は本章

でも指摘があるように、近年では電子化の動

向と も関わりをもち、一方で従来の紙史料の

保存修復論の発展の必要性もある。青木氏は

本章の最初で「伝統的技術や新しい保存科学

への理解を深めることを目的」とすると した

が、そうした視点は今後ますます重要になっ
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てくるものと思われる。

f 2章保存環境コントロールJ(稲葉政満

氏・ 二宮修治氏・木)11りか氏 ・荒井宏子氏)

は、アーカイブズが保存されるにあたって大

きな影響を与える様々な環境因子について、

f 1 温度・湿度 ・光J(稲葉氏)・f2 空気

環境J(二宮氏)・ f3 生物被害J(木川氏)

の3つの視角からの検討があり 、その上でそ

うした環境因子の影響を最小限に抑える役割

を果たすものとしての f4 包装材料j への

指摘が、今日的課題の点 (稲葉氏)と、実例

として写真資料を取り上げそれに対する包装

材料への検討がある(荒井氏)。各々の環境因

子がアーカイブズに与える影響とそれへの対

策が各論とも詳細に書かれており 、実際の作

業や対策にあたっては大変有用である。

f 3章予防措置と実際J(大湾ゆかり氏・

荒井宏子氏 ・新井浩文氏)は、近年アーカイ

ブズ保存において浸透しつつある「治療より

予防」という予防措置の重要性の高まりのな

かで、その理念と実際を検討したものである。

具体的には、予防の段階的措置の必要性とそ

の方法(大湾氏)、具体例としての写真画像保

存における予防措置の方法(荒井氏)、そ して

予防措置としての複製化 ・代替化の意義と事

例(種類)と展望(課題点)への指摘がある

(新井氏)03氏の議論に共通する点は、保存

目的と保存計画の明確化であり、そのなかで

必要な予防措置を展開すべきというところに

ある。

f4章 修復技術の新たな発展J(増田勝彦

氏 ・金山正子氏)は、 修復技術についてその

概要と実際の方法を論じたものである。まず、

海外におけるアーカイブズの修復技術の発展

を概観した上で(増田氏)、そうした修復技術

の実際を、和紙史料 ・洋紙資料 ・彩色史料に

分けて解説し、修復にあたっての留意点(修

復の仕様と記録化)を指摘する (金山氏)。

E 

以上、本書の全論稿についてその概要を記

し、各所において若干の私見を述べさせてい



46 記録と史料 No.l6(2006. 3) 

ただいた。日本におけるアーカイブズとアー

カイブズ学のこれまでの歴史と研究蓄積、そ

して現状の把握とこれからの課題の提示につ

いて、多方面からの考察がなされる本書から

は、数多くのことを学んだ。今後、本書がア

ーカイブズ学の基本書となることは疑いない

ことであろう。

最後に、本書を通読しての感想、および本書

を通して考えた筆者なりのアーカイブズ学へ

の視点を記することによって、本稿の捌筆と

したいと思う。

本書を通読しての感想

何よりも感じたことは、アーカイブズ学の

学問的裾野の広大さである。アーカイブズ学

が過去・現在・未来に対してつねに視線を向

けるべき学問であることは本書を通してより

深く理解できたが、歴史学的な検討から保存

科学的視点まで、あまりにその観点と方法論

は幅広い。逆に言えば、それこそがアーカイ

ブズ学の特色なのであろう。「そもそも日本の

ア}カイブズ学自体いまだ繋明期J(安藤正人

氏「あとがきJ)という指摘があるが、上記の

ように裾野が広いだけに課題もまた山積して

いる。それは本書で提起されたもののみなら

ず、本書では触れられなかった課題もある。

ただそれらについては「あとがき」で述べら

れているところであり、改めてその一つひと

つを本稿で取り上げることはしない。また社

会やアーカイブズ・アーカイブズ学をめぐる

状況の変化にともない、現状では予想し得な

いような課題が浮上してくるかもしれない。

電子記録をめぐる取扱などは今後おそらくそ

の好例となり得るであろうと思う。

ではそうした様々な課題をどうするべきか、

アーカイブズ学自体がいまだ繋明期であるな

らば、今以上に歴史学や情報学・保存科学な

どの関連科学や図書館・博物館 ・美術館など

の類縁機関とより強い連携を保ちつつ、さら

なる研究の深化を図らなければなるまい。史

料館や執筆者各位をはじめ、文書館に勤めて

おられる方々は、日々こうした課題に直面し

つつ、それへの方法や対策を検討し実践され

ている。そうした実践から得た経験を基にし

た諸課題への理論的検討や、それらの研究の

蓄積、そして諸科学との連携によるアーカイ

ブズ学の深化は、やがてより多くのアーカイ

ブズを未来の人々に伝えてゆくことになると

確信する。

また本書では諸外国のアーカイブズ学研究

が積極的に取り入れられている。そのことも

非常に特徴的であった。これは本喜「はしが

きJ(丑木幸男氏)でも特色として述べられて

いることであるが、アーカイブズ学やアーカ

イブズ制度が確立している諸外国の理論や実

践から学ぶことが決して少なくないことは、

本書の諸論稿を読めば明らかである。本書「あ

とがき」において「もちろん、外国の研究成

果を導入すればいいという問題ではないが、

アーカイブズ学を学問として育て日本に定着

させるのが目的である以上、 世界との学問的

ギャップは早急に埋める必要がある」との指

摘がある通り、香里明期たる日本のアーカイブ

ズ学にとって諸外国のアーカイブズ学を学び

取り入れていくことは今後とも必要とされる

だろう。ただその際には、日本と諸外国の社

会やシステムの相違を前提とした上で、日本

において発展してきた史料学その他の理論や

方法も視野に入れつつ検討を進めていくこと

が不可欠であろう。そしてそうした蓄積のな

かから「世界のアーカイブ‘ズ学の一翼を担っ

ていく J(fあとがきJ)日本のアーカイブズ学

が、その独自性と共に次第に構築されていく

のだと思う。本書の刊行はその意味で、非常

に大きな意義を持っているものと言える。

アーカイフ、ズ学への視点

唐突な話で恐縮だが、歴史学研究を専攻し

ている筆者がアーカイブズ学に関心を持ち始

めたのは、アーカイブズ学が歴史学にとって

不可欠な学問であると思ったからであった。

史料の保存や整理を通して、それらを未来に

継承していくことの重要性を訴えるアーカイ

ブズ学に素直に共感した。歴史研究は当然な



がら史料がなければ成立しない。だから史料

を守り伝える文書館とそれを支えるアーカイ

ブズ学は、歴史学を学ぶ者も知識として備え

ておかなければならない。そのように考えた

がゆえに、当初は歴史学との関わりからしか

アーカイブズ学を捉えることができないでい

た。

しかし、アーカイブズ学に関する研究会や

シンポジウムへの参加を通して、次第にその

考え方は変わり始め、本書を読んでそれは決

定的となった。アーカイブズ学は歴史研究の

みにとどまらない、広く社会との関わりのな

かで捉えなければならないということである。

情報 ・記憶・記録史料 ・現代記録 ・電子記録

といった様々なテーマを網羅し、それらに関

する理論と実践を議論し共有する。そしてそ

の蓄積が社会におけるアーカイブズ学の重要

性への認識をより高めることになる。本書の

豊富な内容がその役割を十二分に果たしてい

ることは、初学者の筆者にも理解できる。社

会におけるアーカイブズとアーカイブズ学の

もつ多様な役割とその意義への指摘が、本書

の随所に盛り込まれているからである。

本書を読み終えて一つ考えることがある。

紙媒体から電子媒体へという大きなパラダイ

ム ・シフ トのなかで、人間はこれから記録と

どう向き合っていくのかとい うことを一人ひ

とりが真剣に考えなければならないというこ

とである。ある記録を保存するにしても廃棄

するにしても、このパラダイム ・シフトは例

えば作業効率の点で大きくそれを簡略化させ

る。 電子媒体の記録であれば、ワンクリック

で削除(廃棄)や複製(写し・控え)が可能

になるし、さらに言えば削除した記録を復元

することすらできる(iアーカイブズ学の地

平」参照)。そのこと 自体を否定するつも りは

毛頭ないが、しかしそこに記録の希少性や真

正性といった観念、が紙媒体のそれに比べて生

じにくくなることは想像に難くない。人間は

文字を発明して以来、記録と歩みを共にして

きたわけだが、こ こにきてその記録自体の意

味や捉え方が大き く変わろうと しているので
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ある。

そう した状況において人聞が記録とし、かに

向き合っていくのかということを検討する場

合、やはり人間にと っての記録の意味を過去

から現在にわたって考察する必要があるだろ

う。本書においてもその分析は多方面からな

されているが、その検討は記録に対する分析

にとどまらず、実は人間に対する分析でもあ

るのだと思う。それは「アーカイブズは社会

的な存在である人間の活動を反映」している

からであり、「活動を展開した個人、組織、社

会のあり方に規定されて作成」されるからで

ある (1アーカイブズの科学とはJ)。人間と記

録という両者の関係の検討はアーカイブズ学

研究のあらゆる課題に直結する。その意味で

は、アーカイブズ学を捉える一つの視点、とし

て、“人間科学としてのアーカイブズ学"とい

うことを指摘することも可能なのかもしれな

し、。

以上思いつくままに記したので飛躍したと

ころが少なくないと思う。ただ本書を通 して、

アーカイブズ学が記録やアーカイブズのみな

らず、社会や人間の探究にも関わる学問なの

ではなし、かと率直に感じたことから記した次

第である。

とはいえ、初学者の筆者にはまだまだアー

カイブズ学の様々な文献を読み、しっかりと

その基礎を勉強しなければならないという大

きな課題がある。生易しい課題ではない。し

かし、その際には本書を手元に置いておく。

そして疑問に悩むと きには本書を開く。筆者

にとって本書はアーカイブズ学の道標であり 、

座右の書なのである。

末尾になったが、筆者の浅学ゆえに各論稿

内容の誤読など多々あったかもしれない。そ

れらの点については執筆者各位にお詫びを申

し上げるとともに、ご寛恕を乞う次第である。

[付記]

本稿は本来ならば「書評と紹介」欄に掲載

される予定で、あったが、編集 ・出版委員会の

ご判断によ り「アーキビストの眼J欄に掲載
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されることになった。 しかし、筆者は文書館

での勤務経験はなく、したがってアーキビス

トと名乗れる者ではない。筆者のアーカイブ

ズとの関わりは、文書館の利用者としてのそ

れであり、またアーカイブズ学を学び始めた

学生と してのそれである。 したがって本稿の

表題を「一初学者のアーカイブズ学への視点」

とした。この点をお断りしておきたい。

国文学研究資料館史料館編

『アーカイブズの科学j](上・下)

柏書房 2003年10月
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